
年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組 ３組～５組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

4〇 〇 〇 〇

【知識・技能】
　ワークシート
【思考・判断・表現】
　ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
　鑑賞態度や感想文

3

12

〇 〇 〇 12

○

○ ○ ○

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
　歌唱テスト
【思考・判断・表現】
　歌唱テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　練習態度

【知識・技能】
　歌唱テスト
【思考・判断・表現】
　歌唱テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　練習態度

【知識・技能】
　作品
【思考・判断・表現】
　作品
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業の様子・作品の内容

【知識・技能】
　歌唱テスト
【思考・判断・表現】
　歌唱テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　練習態度

【知識・技能】
　発表
【思考・判断・表現】
　発表
【主体的に学習に取り組む態度】
　練習態度

〇 〇 〇

２
学
期

E 歌唱③
【知識及び技能】
　基本的な発声方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　アクセントや発音に注意して外国語の歌
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　世界中の音楽の良さに触れ、苦手意識を
持たせずに外国語の歌を歌えるようにす
る。

・基本的な発声の確認
・我が太陽
・野ばら
・愛の讃歌

〇

〇

F リズムアンサンブル
【知識及び技能】
　楽譜を見てリズムを理解し、ハンドク
ラップで表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
　他者とアンサンブルをしながら自分のリ
ズムを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　創意工夫をしてリズムアンサンブルに取
り組む。

・リズム譜の読み方
・プリマスロック
・クラッピングカルテッ
ト

パッヘルベル作曲の「カ
ノン」のコード進行を理
解し、このコードを用い
て２分音符、４分音符、
８分音符、自由なリズム
で作曲活動をする。最終
的にはすべてのリズムの
曲を集めて、自分だけの
「myメロディ」を作成す
る。

〇

D 鑑賞
【知識及び技能】
　作品の背景などを理解して鑑賞する。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の意図を考え、良さを味わって鑑賞
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分から熱心に作品の内容をとらえよう
と鑑賞している。

ミュージカルやオペラ、
映画などを鑑賞すること
で、今まで知らなかった
音楽の世界を知ることが
できるようにする。

芸術、芸術文化と豊かに関わり主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

音楽Ⅰ

知 思

7

○ ○

態

配
当
時
数

１
学
期

A 歌唱①
【知識及び技能】
基本的な発声方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　　　　元
気よくはっきりとした発音で歌うことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】　　　　主
体的に表現をしようとしている。

・基本的な発声の確認
・校歌斉唱

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B 歌唱②
【知識及び技能】
　基本的な発声方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　曲にふさわしい歌い方で歌うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に表現をしようとしている。

・基本的な発声の確認
・翼をください
・少年時代
・ひまわりの約束

○

C 作曲
【知識及び技能】
　基本的なコードの仕組みを理解し、カノ
ン進行に基づいて決められたリズムで作曲
をする。
【思考力、判断力、表現力等】
　コード進行やリズムの関連を理解し、作
曲することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　授業中の作業シートをできるだけ丁寧に
記入し、作曲に挑戦することができる。

【 知　識　及　び　技　能 】芸術の多様性について理解を深め、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的・協
働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうと
している。

芸術 音楽Ⅰ 2

6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

音楽の構造や文化的背景などの関わり及び音
楽の多様性について理解している。
創意工夫などを生かした音楽表現をするため
に必要な技術を身に付け、歌唱、器楽、創作
などで表している。

音楽を形作っている要素や要素同士の関連を知
覚し、それらの働きを感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて考え、
どのように表すかについて表現意図をもった
り、音楽を評価しながらよさや美しさを味わっ
て聴いたりしている。

高校生の音楽①(教育芸術社)

〇 〇 〇

芸術

芸術を形作っている要素を知覚し、表現意図を考えたり音楽を味わったりしている。

（１組：関口 奈々）（３組：関口 奈々）（４組：関口 奈々）（５組：関口 奈々）



6
3
学
期

I　オーケストラについて
【知識及び技能】
　オーケストラの楽器や歴史について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　オーケストラの楽器の音を聴いて、どの
楽器か考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に音に耳を傾けることができる

・オーケストラの楽器
について(映像資料)
・楽器の音あて
・スコアリーディング

【知識・技能】
　実技テスト
【思考・判断・表現】
　実技テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業内プリント〇 〇

〇 〇

【知識・技能】
　歌唱テスト
【思考・判断・表現】
　歌唱テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　練習態度 〇 〇 〇 10

J　西洋音楽史と作曲家の特徴
【知識及び技能】
　西洋音楽史を理解し、各時代の代表的な
作曲家についても理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品を聴いて、どの作曲家が作ったもの
か判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　西洋音楽史に興味を持ち、積極的に理解
しようとする。

・西洋音楽史の流れ
・作曲家の特徴

4〇 〇〇

〇

〇

【知識・技能】
　ワークシート
【思考・判断・表現】
　ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
　鑑賞態度や感想文

【知識・技能】
　実技テスト
【思考・判断・表現】
　実技テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業内プリント 〇

〇 〇

２
学
期

H 歌唱④
【知識及び技能】
基本的な発声方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
合唱にふさわしい発声を意識して歌うこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】　　　　主
体的に表現をしようとしている。

・基本的な発声の確認
・合唱曲

〇

G 鑑賞
【知識及び技能】
　作品の背景などを理解して鑑賞する。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の意図を考え、良さを味わって鑑賞
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分から熱心に作品の内容をとらえよう
と鑑賞している。

ミュージカルやオペラ、
映画などを鑑賞すること
で、今まで知らなかった
音楽の世界を知ることが
できるようにする。

合
計

70

6



年間授業計画　 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組 ３組～５組
教科担当者：（１組：根本 満里子）（３組：根本 満里子）（４組：根本 満里子）（５組：根本 満里子）
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術 2

教科

高校生の美術１　　１１６＿日文　美1＿７０２
芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 知識は造形的な視点を豊かにするためのものであり、技能は表現における創意工夫であり、それを育てる。
表現における発想・構想の能力、鑑賞における価値意識を伴った感じ方、見方を育てる。
美術に対する関心・意欲・態度を持って美術を愛好する心情、又豊かな感性、情操を育てる。

美術Ⅰ 美術の専門的な学習を通して美術文化の創造的な資質・能力を育成する。
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

知識は造形的な視点を豊かにするためのもの
であり、技能は表現における創意工夫であ
り、それを育てる。

表現における発想・構想の能力、鑑賞における
価値意識を伴った感じ方、見方を育てる。

美術に対する関心・意欲・態度を持って美術を
愛好する心情、又豊かな感性、情操を育てる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現
鑑
賞

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

1 単元
「オリエンテーション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　「美
術とは何か」

　
「年間授業の計画」等の説明

　

・指導事項
1年間の授業内容の説
明、教科書の説明、社会
の中での美術の役割の説
明。
　
・教材
教科書、参考作品等。

〇 〇 〇 ○

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に意欲を持って授業に参加している
か。

「基本形のデッサン」 ・指導事項
美術の基礎学習。基本形
（円すい形、円柱形、立
方体等）のデッサンを行
う。

・教材
鉛筆　Ｂ、２Ｂ、練りゴ
ム

〇 〇 〇

【知識・技能】　基本的な物の物の見方、観
察して表現しているか。
【思考・判断・表現】　思考力を持って作品
作りをしているか。
【主体的に学習に取り組む態度】　積極的に
授業に取り組んでいるか。

〇

3　単元　「色彩の学習」
（デザイン）

・指導事項
色彩の基礎を学習する。
純色、明清色、暗清色を
用いて立体的に表現す
る。
・教材
ポスターカラー、筆、画
用紙、パレット等

〇 〇

【知識・技能」】　基本的な色彩の学習で色
の
塗り方、絵の具の濃度、筆の持ち方等を学
ぶ。

【思考・判断・表現】　考えて作品作りをし
ているか。

【主体的に学習に取り組む態度】　関心を

○ 1

「クロッキー」 ・指導事項
クロッキーとは何かの説
明。教科書等を参考に
し、描画材料の説明。
　
・教材
鉛筆　Ｂ、２Ｂ、紙。

〇 〇 〇

【知識・技能】　対象物を良く観察している
か。
　
【思考・判断・表現】　表現力を持って描い
ているか。

【主体的に学習に取り組む態度】　関心、積
極的に意欲を持って描いているか。

〇 〇 〇 1

〇 〇 6

2 単元　「グラデーション」 ・指導事項
美術の基礎学習。鉛筆の
濃淡、諧調の学習。鉛筆
の塗り方、形のとらえ方
等、講評会を行う。

・教材
鉛筆　Ｂ、２Ｂ,練りゴ
ム、定規

〇 〇 〇

【知識・技能】　丁寧に作品作りをしている
か。

【主体的に学習に取り組む態度】　真剣に授
業に取り組んでいるか。 〇 〇 4

〇 〇 〇 6

４　単元　「レタリング」
（デザイン）

・指導事項
レタリングの基礎学習を
する。　明朝体、ゴシッ
ク体の違いと点画を学
ぶ。
　
・教材
鉛筆、プリント、定規

〇 〇

【知識・技能】　丁寧に表現されているか。

【思考・判断・表現】文字をよく見て表現さ
れているか。
【主体的に学習に取り組む態度】　真剣に授
業に取り組んでいるか。

〇 〇 4

5　単元　「絵文字」　　　　（デザイ
ン）

・指導事項
絵文字を描かせる。自分
の好きな字を1文字選び
創造性を持って表現させ
る。
・教材
ポスターカラー、レタリ
ング字典、筆、鉛筆、画
用紙

〇 〇

【知識・技能】　表現における創意工夫が行
われているか。
【思考・判断・表現】　豊かな発想、独自性
を持って描かれているか。
【主体的に学習に取り組む態度】　真剣に授
業に取り組んでいるか。 〇 〇

2
学
期

〇 4

５　単元　「絵文字」　　　　（デザイ
ン）

・指導事項
絵文字を描かせる。自分
の好きな字を１文字選び
創造性を持って表現させ
る。
・教材
ポスターカラー、レタリ
ング字典、筆、鉛筆、画
用紙

〇 〇

【知識・技能】　表現における創意工夫が行
われているか。
【思考・判断・表現】　豊かな発想、独自性
を持って描かれているか。
【主体的に学習に取り組む態度】　真剣に授
業に取り組んでいるか。

〇 〇 〇 12



2
学
期

６ 　単元　　「静物画」　　　　（絵
画）

・指導事項
身近なモチーフをアクリ
ル絵の具で描かせる。構
成力、質感、構想を練っ
たり、鑑賞力を身に付け
る。
・教材
　アクリル絵の具、筆、
キャンバスボードＦ6号

〇 〇

【知識・技能】　丁寧にモチーフを観察して
描いているか、表現方法に工夫があるか。
【思考・判断・表現】　発想力、構成力、色
彩に工夫があるか。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業に真
剣に授業に取り組んでいるか。

〇 〇 〇 12

7　　単元　　「木版画」　　　　　（絵
画）

・指導事項
版画には4種類の技法が
あるが、その中で凸版の
木版画を作る。身近なモ
チーフ、図鑑等から1つ
選び、作品を作る。
・教材
板、インク、彫刻刀、鉛
筆、トレーシングペー
パー等

〇 〇

【知識・技能】　テーマを持って画題を選
び、作品を作っているか。
【思考・判断・表現】　発想力、構成力、に
工夫がされているか。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業に積
極的に取り組んでいるか。

〇 〇 〇 4

3
学
期

７　単元　　「木版画」　　　　　（絵
画）

・指導事項
版画には4種類の技法が
あるが、その中で凸版の
木版画を作る。身近なモ
チーフ、図鑑等から1つ
選び、作品作りをする。
・教材
板、インク、彫刻刀、鉛
筆、トレーシングペー
パー等

〇 〇

【知識・技能】　テーマを持って画題を選
び、作品を作っているか。
【思考・判断・表現】　発想力、構成力、に
工夫がされているか。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業に積
極的に取り組んでいるか。 〇 〇 〇 10

8　単元　　「模写」のデッサン
（絵画）

・指導事項　　教科書の
中から好きな作品（絵
画）を選び、模写をす
る。作品の内容、構図、
遠近、明暗等を考えなが
ら模写をする。また作品
図版の拡大の仕方を学習
する。
・教材
鉛筆、練りゴム、画用紙

〇 〇

【知識・技能】模写をする意味を理解し丁寧
に描かれているか。
　
【思考・判断・表現】　正確な形が描かれ、
明暗等も正しく描かれているか。

【主体的に学習に取り組む態度】　真剣に授
業に取り組んでいるか。

〇 〇 〇

6

合
計

70



年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組 ３組～５組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ

（１組：髙橋　　） （３組：髙橋　　）（４組：髙橋　　） （５組：髙橋　　）

芸術
【 知　識　及　び　技　能 】目的や用途に即した効果的な表現をするための知識を身につけている。 また自身の意図を表現できる技能がある。

古典のや古筆の価値とその根拠について考え、 書のよさや美しさを味わって捉えている。
自身の表現の意図について可視化し、 主体的に取り組もうとしている。

書道Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

目的や用途に即した効果的な表現をするため
の知識を身につけている。
また自身の意図を表現できる技能がある。

古典のや古筆の価値とその根拠について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えている。

自身の表現の意図について可視化し、
主体的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態
配
当
時

数

１
学
期

A 書写から書道へ
【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わりに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や用途に即した効果的な表現を身につ
けている。
【学びに向かう力、人間性等】
中学校書写と高校芸術書道との違いを実感
し、意図に基づいた表現について構想し工
夫している。

国語科書写の復習
創作の体験による芸術科
書道への導入

〇 ○

【知識・技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わりにつ
いて理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
意図に基づいた表現について構想し工夫して
いる。

○ ○ 4

B 漢字の書
【知識及び技能】
楷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し、工
夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
楷書の古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。

古典臨書
・孔子廟堂碑
・九成宮醴泉銘
・雁塔聖教序
・顔氏家廟碑
・牛橛造像記
・鄭羲下碑 〇 〇

【知識・技能】
それぞれの古典の特徴について理解し、ポイ
ントを抑えて書くことができる

【思考・判断・表現】
書体や書風に即した用筆・運筆、字形、全体
の構成について構想し、工夫している 〇 〇 〇 18

２
学
期

〇 〇 4

C 篆刻と刻字
【知識及び技能】
篆刻・刻字の表現の特質を理解して作品に
反映できている。
【思考力、判断力、表現力等】
自身の表現の意図に基づく表現・作品作り
をしている
【学びに向かう力、人間性等】
自身の表現の意図について可視化し、主体
的に取り組もうとしている

姓名印を制作する

〇 〇

【知識・技能】
篆刻・刻字の表現の特質を理解して作品に反
映できている。

【思考・判断・表現】
自身の表現の意図に基づく表現・作品作りを
している

【主体的に学習に取り組む態度】
自身の表現の意図について可視化し、主体的
に取り組もうとしている

〇 〇 〇 22

３
学
期

D 仮名の書
【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについ
て理解している。
【思考力、判断力、表現】
仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
仮名の古典の価値とその根拠について考

古筆臨書
高野切第三種
継色紙

〇 〇

【知識・技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
仮名の書のよさや美しさを甘受し、鑑賞の学
習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 10

E  漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立
について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字の大き
さ、全体の構成、目的や用途に即した表現
形式、意図に基づいた表現、名筆を生かし
た表現について構想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の表現の意図に基づく表現、書の表現
の特質に基づく表現をする幅広い表現の学
習活動に主体的に取り組もうとしている。

創作
落款印を押して作品を制
作する

〇 〇

【知識・技能】
　目的や用途に即した効果的な表現や、漢字
と仮名の調和した線質による表現の技能を身
に付けている。

【思考・判断・表現】
質、字形、構成等の要素と表現効果や風趣と
の関わりについて理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
自身の表現の意図に基づく表現、書の表現の
特質に基づく表現をする幅広い表現の学習活
動に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

12

合
計
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年間授業計画 東京都立府中工科高等学校

令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 2 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

身 社

芸術 工芸Ⅰ
芸術 工芸Ⅰ 2

（２組：　佐東　）
工芸Ⅰ 日本文教

芸術
【 知　識　及　び　技　能 】日本工芸について学び、手仕事を通して道具を扱いながら技術を習得する。

各課題を理解し、素材を活かしたデザイン美、且つ、機能性のある作品制作。
ただの素材が、加工を経て形が変化し完成させることで、達成感を知り次の課題に取組む意欲を持てるようにする。

工芸Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常の中にある芸品を再確認し、身近な素材
が使われていること、素材の性質、加工方
法、工具、扱い方を通して、手仕事の大切さ
を知ること。

課題を理解、観察をし、必要な機能性を普段の
生活から何が必要・不要なのかを知り、デザイ
ンの中にその機能性をどのように取り入れる
か、エスキースを通して吟味し、形にしていく
こと。

アイディアを多く出し、デザインをまとめ、工
程を経て完成し、それを使えることの喜びを知
ること。　苦手意識を緩和できるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑賞 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

ハンガー制作（エスキース）

【知識及び技能】
＊ハンガーの歴史の理解
＊構造、機能性の理解
＊木工加工技術の習得
　
【思考力、判断力、表現力等】
＊デザインと機能性を共に考えながら、
　形になっていくことの理解

【学びに向かう力、人間性等】
＊好奇心、向上心を持って課題に取り組
　めること。
＊苦手意識の緩和。

・指導事項
＊ハンガーの歴史、種類
の説明
＊ハンガーの型紙制作
＊エスキース(基本的に
個別に対応）
　・デザインの考え方
　・素材と強度の理解
　・機能の必要性
　・アイディアが出ない
場合の対処法
　・デザインの良いとこ
ろ、改良点等
＊使用工具による素材の
表現方法

・教材
＊ハンガー教材（桂材）
＊クロッキー帳

○ ○

【知識・技能】
＊自宅にあるハンガーなども参考に、ハン
ガーの構造や機能性を理解できているか。
　
【思考・判断・表現】
＊機能性も考えながら、デザインを考えられ
ているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
＊積極的に課題に取り組んでいるか。
＊アイディアを出す努力をしているか。
＊技術的なことを考え、妥協していないか。

○ ○

ハンガー制作　仕上げ・完成 ・指導事項 ＊デザイン

20

○ 8

ハンガー制作

【知識及び技能】
＊使用工具、機械の構造

＊機械、道具などの危険性

＊それぞれの使用方法、効果の理解

【思考力、判断力、表現力等】
＊デザイン通りに形にすること。

【学びに向かう力、人間性等】
＊諦めずに完成できるようにする。

・指導事項
＊電動糸鋸、ボール盤等
の操作方法。

＊各工具の扱い方の実践
説明
　（端材などを使用）
　・棒ヤスリ・紙ヤスリ
の種類
　・ヤスリの使用方法
　・万力
　・ヒーティングツール
　・彫刻刀

＊丁寧な作業

【知識・技能】
＊機械、工具の扱い方を理解しているか。

【思考・判断・表現】
＊エスキース通りに制作を勧められている
か。
＊失敗した時、臨機応変に対応できている
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
＊わからないまま作業を進めていないか。

＊積極的に作業をしているか。

12

２
学
期

和菓子用フォーク兼ナイフ２本
（エスキース）
【知識及び技能】
＊フォークナイフの役目
＊真鍮の性質の理解
＊金属加工の習得

【思考力、判断力、表現力等】
＊動作確認をしながら機能と形を理解
＊

【学びに向かう力、人間性等】
＊好奇心、向上心を持って課題に取り組
　めること。
＊苦手意識の緩和。

・指導事項
＊課題説明、加工種類、
表現方法の自由性
＊エスキース（個別に対
応）
・おもてなす時の和菓子
について調べる
・使用時の動作確認をし
機能性を考える
・エスキース吟味し、デ
ザインを決定
・実寸代のデザイン画を
描く

・教材
＊真鍮板 30×200×2mm

【知識・技能】
＊動作確認を理解できているか
＊作業工程を理解できているか
　
【思考・判断・表現】
＊デザインに個性、曲線美、機能性等がある
か
＊

【主体的に学習に取り組む態度】
＊積極的に課題に取り組んでいるか。
＊アイディアを出す努力をしているか。
＊技術的なことを考え、妥協をsして、デザ
インに限界を作っていないか。

【知識及び技能】
＊金工加工技術の習得

【思考力、判断力、表現力等】
＊工具の扱いに慣れてきたら、更に上の
　技法も指導し、表現の完成度を上げて
　みることを勧める。
　

【学びに向かう力、人間性等】
＊焦らず、集中して作業を進められるよ
　うにする。
＊研磨による達成感を感じさせる。

・指導事項
＊デザイン画を真鍮板に
正確に描写し、
　ケガキの徹底

＊各工具の扱い方の実践
説明
　・糸鋸の使用方法
　　（刃の取付方、切り
方の注意点）
　・すり板の設置、使用
方法
　・棒ヤスリ・紙ヤスリ
の種類
　・耐水ヤスリの使用方
法
　・万力
　・研磨方法（ピカー
ル）

【知識・技能】
＊工具、道具を理解し正しく使用できている
か。
＊工具の扱い方など工夫をしているか。
＊丁寧な作業がなされているか

【思考・判断・表現】
＊エスキース通りに制作を勧められている
か。
＊丁寧に切削、研磨がなされているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
＊わからないまま作業を進めていないか。
＊積極的に作業をしているか。
＊ヤスリ掛けを妥協せず、研磨しピカピカの
作品
　に達成感を感じているか。

2

8



３
学
期

寄せ木細工で蓋付きの箱制作
エスキース
【知識及び技能】
＊寄せ木細工の歴史
＊蓋の構造、機能の理解
＊木材の組み合わせ方

【思考力、判断力、表現力等】
＊構造を理解し、材料に合うデザインを考
える。

【学びに向かう力、人間性等】
＊興味を持ち、妥協せずに考えさせる。

・指導事項
＊課題説明、加工種類、
表現方法の自由性
＊エスキース（個別に対
応）
＊蓋の種類、箱について
調べる。
＊蓋の開閉ができるか動
作確認をさせ、　構造を
理解
＊デザインを考える
＊構造、強度に問題がな
いか模型で確認

・教材
＊寄せ木木材

【知識・技能】
＊蓋付きの箱の構造を理解しているか。

【思考・判断・表現】
＊構造とデザインのバランス。
＊木材を組合せながら立体的に考えている
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
＊模型を正確に制作しているか。
＊試行錯誤しているか。

6

【知識及び技能】
＊木材パーツの組合せ方の多様性。
＊計画的に作業を進める。
＊木材の扱い方の違いを理解する。
＊木材の組方と強度について理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
＊木材の持つ色を活かす。
＊木材を加工し、機能とデザインが共
存できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
＊最後まで諦めずに完成させ、達成感を実
感する。

・指導事項
＊接着する前に、木材を
並べて再確認する。
＊軸を先に製作するよう
指導
＊木材の組み合わせに間
違いがないか
　注意を促す。
＊接着剤の適量、圧着、
固定工具などの扱い方の
指導
＊表面の凹凸を無くし平
にする場合の
　ヤスリ掛けの方法を指
導。

【知識・技能】
＊木材への理解
＊工具、道具などの扱い方の習得
＊蓋付きの箱の構造の理解

【思考・判断・表現】
＊エスキース通りに製作を進めているか
＊デザインと構造のバランス

【主体的に学習に取り組む態度】
＊丁寧に作業を進めているか。
＊妥協せずに、完成まで取り組んでいるか

14

合計
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